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（ アシュワニ・グプタ）

皆さんこんにちは。

本日はお忙しい中ご参加いただき誠にありがとうございます。

まず、新型コロナウィルスの感染拡大や半導体の供給不足等による車両の生産遅れにより、
お客さまにご迷惑をおかけしていますことを、深くお詫び申し上げます。

また、極めて厳しい環境の中、常にお客さまを第一に考え、様々な課題に対応している世界
中の従業員の皆さんに感謝したいと思います。

こうした課題にしなやかに対応し、私たちはお客さまに高い価値をお届けすることに集中して
います。そして、事業構造改革「 」を推進し、現在の厳しい状況から、より強い
会社となって脱却していくことができると考えています。
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ではビジネスの概況からご説明したいと思います。

ご存じのように、 年度の第 四半期においても、自動車市場は、引き続き新型コロナウィ

ルスの感染拡大と、世界的な半導体の供給不足を中心とする不安定なサプライチェーンの
影響を受けています。その結果、グローバル全体需要は前年を ％下回りました。

当社の第 四半期のグローバル販売台数は、全体需要と同様の傾向を示し、前年から ％
減少しました。

一方、数々の逆風が吹く中、当社の第 四半期の販売台数は重点市場の米国、中国および
日本では全体平均を上回るパフォーマンスを見せました。

しかしながら、新型コロナウィルスの感染拡大の影響が続く欧州市場は、半導体供給不足の
影響が最も大きく、当社の小売り台数は全体平均を ポイント下回りました。これは事業の
継続性を維持するため、車種構成および市場のミックスを優先した結果です。
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厳しい外部環境の影響により、重点市場では市場の動きを上回る販売実績を記録したもの
の、当社のグローバル販売台数を押し下げました。

国内の当社の販売台数は前年比 減の 万 台となりました。中国は前年比
減の 万 台となり、北米は前年比 減の 万 台となりました。

最も外部環境が厳しい欧州では、販売台数は前年比 減の 台に留まりました。

その他の市場では前年から台数を伸ばし、 増の 万 台となりました。
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これまで投入してきた新型車は、おかげさまで大変ご好評をいただいています。

例えば、 月末現在で、国内の「ノートオーラ」は 台のご注文をいただいており、欧州
の「キャシュカイ」は 台のご注文をいただいています。

米国市場においては、新型「パスファインダー」と新型「フロンティア」が、今夏の発売以降、
市場占有率の拡大を支えています。

「パスファインダー」のセグメント・シェアは ポイント増の 、「フロンティア」のセグメント・シ
ェアは ポイント増の ％に達しています。
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の発表以降に発売した新型車もおかげさまでご好評をいただき、好調な販売
を続けています。

第 四半期は、国内の「ノート」と「キックス」 が好調で、両車種のセグメント・シェア
はそれぞれ ポイントと ポイント上昇しています。

米国の「ローグ」と「セントラ」も同様の伸びを見せています。「ローグ」は ポイント、「セントラ」
は ポイント、セグメント・シェアを伸ばしています。

中国では「シルフィ」が ポイントと飛躍的にセグメント・シェアを伸ばし、インドの「マグナイト」
は ポイント伸ばしました。

こうした結果は、いかに私たちの商品が多くのお客さまからご好評をいただいているか、そして
当社の事業活動に勢いがあるかを示しています。市場ごとにお客さまのニーズにきめ細かく
対応した商品ラインナップが、この勢いを支えているのです。
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第 四半期も、日産は商品・技術・生産設備の強化に向けた積極的な投資を続けてきました。

月には、米国で新型「 」を発表しました。初代 へのオマージュであるアイコニックなデザイン
の新型「 」は、今後もスポーツ・セグメントにおける日産の財産であり続けます。

電動化にも引き続き積極的に取り組んでいます。新型の軽 は 年度の初旬に発売する
予定です。日産は国内市場の 割を占める軽自動車市場に最先端の運転支援技術プロパイ
ロットを搭載した電気自動車を投入する初めてのメーカーとなります。

中国では 技術の展開を加速させています。合弁事業のパートナーである東風汽車
集団有限公司とともに、「シルフィ」を皮切りに 技術の適用を拡大していきます。

当社は新車攻勢を進める一方で、より環境に優しいスマートな生産現場の導入を進めていま
す。

英国では の第一弾を発表しました。 億ポンドにのぼる投資を行い、日産独自の電
気自動車の生産エコシステムを確立します。

先月は、栃木工場にニッサンインテリジェント ファクトリーを初めて導入しました。同工場は、革
新的な技術を使って、次世代モデルを生産するスマートな工場です。

こうしたすべての取り組みは、カーボン・ニュートラルの実現に向けて推進されています。
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今年度の上期の結果は、これまで進めてきたお客さま価値の向上に向けた取り組みの成果
であり、日産の商品に対するお客さまの評価が高まっていることを物語っています。

また、電動化技術の や 、運転支援技術のプロパイロット等が、お客さま

の心に響いているということでもあります。こうした革新的な技術は、人々の生活を豊かにする
ために、お客さまを中心に考え抜かれています。

さらに、当社の商品とサービスは、権威ある複数の第三者機関からも評価されています。

また、デジタルをきっかけとした販売は、お客さまにシームレスなカスタマー・ジャーニーを提
供しますが、この比率が第 四半期は第 四半期比で ポイント増え、全体の約 ％となりま

した。当社はオンライン販売の対象を拡大しており、ご利用いただいたお客さまにはご好評を
いただいております。

ディーラーとの信頼関係の構築にも取り組んでいます。優れた商品と力強い協力関係のもと
、大切なパートナーである販売会社の皆さんのモチベーションの維持向上に努めています。

なぜなら、優れた商品と技術でお客さまの経験価値を高め、ディーラーとの強い協力関係に
よってお客さまのタッチポイントを効率化することで、ブランド・パワーが大きく向上するからで
す。
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では「量」より「価値」に集中する企業文化へと改革を進めています。そして、台
数を追求するのではなく、収益性を重視する取り組みも大きく前進しています。

台当たりの売上高は、前年から ％増と大きく改善しました。グレード・ミックスと残存価値の
改善、そして価格の徹底管理が売上高の増大に寄与しています。

その結果、営業利益の損益分岐点となる販売台数は、前年からさらに 低減すると同時
に、持続可能な成長に向け商品・技術への投資を強化しています。
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次に、 年度上期の財務実績についてご説明したいと思います。上期は厳しい環境下に
ありながら、想定を上回る結果を出すことができました。

こちらが中国合弁会社比例連結ベースと持分法を適用したベースの主な財務指標です。

年度上期の中国事業を除く持分法適用ベースの連結営業利益は 億円、売上
高営業利益率は ％となりました。当期純利益は 億円となり、自動車事業のフリーキ

ャッシュフローは半導体の供給不足による減産の影響を受け、運転資本が悪化し、マイナス
億円となりました。自動車事業のネットキャッシュは 億円となりました。

中国合弁会社を含めた比例連結ベースの営業利益は 億円、売上高営業利益率は
％となり、 で掲げる 年度中に ％にするという目標を上回っています。自

動車事業のネットキャッシュは 億円となりました。

当社は引き続き高い流動性を維持しており、中国事業持ち分法適用ベースの現金および現
金同等物は約 兆円でした。さらに、約 兆円の未使用のコミットメントラインを保有してい
ます。
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こちらが営業利益の増減分析で、前年度の営業損失と今年度の営業利益を比較しています。

為替変動は主に米ドルとカナダドルのドル高により、増益要因となりました。

原材料価格の高騰は 億円の減益要因となりました。

利益を押し上げたのは主に販売パフォーマンスとモノづくりの継続的な改善です。

販売パフォーマンスは、 億円の増益要因となりました。その大部分は、グレード・ミックス

と残存価値の改善、そして徹底した価格管理で販売の質が向上したことに加え、半導体の供
給不足の影響によって需要が供給を上回った市場環境によるものです。

モノづくりパフォーマンスは、主に効率の改善によって増益要因となりました。

その他項目は 億円の増益要因となりました。
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こちらは 年度上期の持分法適用ベースの損益計算書です。

売上高は前年から 億円改善し、 兆円に達しました。前年から の増加に相当
します。

営業利益は前年から 億円増加し、 億円となり、売上高営業利益率は前年から
ポイント増の となりました。

当期純利益は前年から 億円改善し、 億円となりました。営業利益の増加に加え
、持分法適用会社の改善で増加した営業外利益と第 四半期に売却したダイムラー 株
の利益を含めた特別項目の改善が寄与しました。

前年度の上期との比較に加え、右には第 四半期の前年度との比較も示しており、いずれも
改善しております。
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年度通期見通しについてご説明したいと思います。
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サプライチェーンの課題はあるものの、上半期の実績を踏まえ、 月に発表した通期見通しの
営業利益 億円から 億円に修正いたします。

円安を受けて為替レートの前提を見直した結果、為替変動・規制対応コスト・商品性向上コ
ストは前回の予想から改善しました。

為替変動に加え、継続的な販売パフォーマンスの改善が主な増益要因となっています。半
導体の供給不足は引き続き全体需要に影響し、当社の販売台数は減少するものの、販売
の質の向上と販売金融事業の収益性の改善等、販売パフォーマンスの強化によって減益分
を相殺し、増益となることを見込んでいます。その結果、当社のパフォーマンスついては
億円の改善を見込んでいます。

新型車に対する投資は計画通り実施し、将来の成長に向けた投資を続けていきます。

原材料価格の見通しについても変更はありません。
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市場に対する半導体の供給不足の影響は想定を上回り、第 四半期の全体需要は ％減
少しました。足元の 月は前年比 ％減、 月は ％減少しています。米国では日系メー
カーは 月に ％減少し、 月は ％落ち込んでいます。 月には回復すると見ています
が、下期も不安定な状況が続くことを想定しています。

先行き不透明な中、全体需要の予想は難しく、当社は 年度通期のグローバル販売台
数を、前回見通しの 万台から保守的に 万台に見直しました。

年度通期の業績見通しは、上方修正します。

販売台数の減少により、売上高は前回見通しから 億円減少、 ％減の 兆円とな
るものの、販売の質の向上により、販売台数の減少幅に比べ、減収の幅は限定的です。

中国の合弁会社に持分法を適用した通期の営業利益は、前回見通しから 億円改善し、
億円を見込んでいます。これは、持分法適用ベースで営業利益率 ％に相当します。

中国事業を含めた比例連結ベースの営業利益は 億円となり、営業利益率は ％と
なる見込みです。これは主として、販売の質の向上と販売金融事業の収益改善により、上半
期の業績が予想を上回ったことによります。

通期の当期純利益は前回から 億円改善した 億円に上方修正しておりますが、こ
れは主として営業利益の増加に加え、持分法適用会社の利益改善によるものです。

まとめますと、販売台数は大きく減少したものの、それに比較して売上高の減少幅は小さく、
量ではなく価値の提供に集中することで、営業利益と当期純利益が改善されました。今期の
業績は、上方修正した ％の営業利益率となり、 の重要なマイルストーンであ
る比例連結ベースで営業利益率 ％を達成するという目標を上回ることができると確信して
います。そして、 年度末に ％の営業利益率を達成するという目標に向けて、順調に進
んでいます。
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最後に、持続可能な成長に向けた当社の強い決意について、改めてお話ししたいと思いま
す。 のもと、当社は事業構造を改革し、しっかりとした基盤を作ることに取り組ん

でいます。持続可能な成長を目指し、事業の適正化を進め、コア市場とコア商品に集中し、
継続的に革新的な商品を投入しています。そして同時に、財務規律を徹底し、「量」より「価
値」を優先する意識改革を推進しています。

月に申し上げましたように、当社は慎重かつ前向きに事業運営を行いながら、サプライチェ

ーンの分断等の混乱に積極的に対応し、強みである商品に集中し、力を最大限発揮してい
ます。

今こそ、あるべき姿の実現に向けて歩みを進めていく時です。 月 日に日産の長期ビジョ
ンを発表します。その場で、当社の戦略と 以降の重点活動について、ご説明
する予定です。

日産は、人々の生活を豊かにするためにイノベーションをドライブし続け、従業員、パートナー
、そして社会とともに、モビリティとその先を切り拓いていきます。

改革の次のステップに踏み出す当社の取り組みにご期待ください。

ご清聴ありがとうございました。
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